
ART 個別調査票　データ報告のお願い 

　日本産科婦人科学会では、体外受精胚移植、顕微受精、凍結胚融解移植などの高度生殖医療（ART）を
行うには学会へのART実施施設としての施設登録を義務付けています。 
またART登録施設におけるこれら高度生殖医療による治療は全てオンラインにての報告が義務付けられて
おり、妊娠症例に関してもその後の経過及び分娩結果、新生児の異常等の報告も義務付けられています。
これにより日本全国における高度生殖医療の状況と治療の安全性が管理されています。 

　今回、当院の治療にて　　　　　　　　　　様（ID　　　　　）の治療結果もオンライン登録がされて
おり、妊娠終了後にも妊娠・分娩経過及び新生児所見のオンライン登録の義務があります。個別の個人情
報は公開されませんが、全国の統計として学会のホームページや資料等に使用されます。 

　つきましては、今回の妊娠終了時もしくは1ヶ月健診終了後に下記項目にご記入いただき、郵送して頂き
ますようお願い致します。予定分娩時期を過ぎてもご報告が確認できない場合、電話もしくは手紙等での
お願いが行く可能性があることもご了承願います。 

城南レディスクリニック品川　院長　岩﨑　信爾 
記入欄 

児の所見 

妊娠の転帰

□ 流産（22週未満）　□ 異所性妊娠　□ 異正所同時妊娠（内外同時妊娠） 
□ 人口妊娠中絶（理由　　　　　　　　　　） 
□ 生産　　□ 死産 
□ 減胎手術（　　　個から　　　個に減数） 
□ 胞状奇胎　　□ 不明

出産児数 □ あり　　　　人（出産日：西暦　　　年　　月　　日） 
□ 不明

分娩様式 □ 経膣　□ 帝切　□ 経膣と帝切（多胎の場合）　□ 不明

産科合併症
□ なし 
□ あり 
□ 不明

ありの場合⇒

□ 早産　□ 妊娠糖尿病 
□ 妊娠高血圧症候群（HELLP症候群、子癇を含む） 
□ 胎児発育不全　□ 前置胎盤・低置胎盤 
□ 癒着胎盤　□ 常位胎盤早期剥離 
□ その他（　　　　　　　　　　）

性別
出生児の 
在胎週数

出生児の 
体重

生産 
死産

一卵性 
多胎 先天異常

7日 
未満

28日 
未満 死亡年月日

1
□ 男 
□ 女 
□ 不明

□ 　　　週 
□ 不明

□ 　　　g 
□ 不明

□ 生懺 
□ 死産 
□ 不明

□ Yes 
□ No 
□ 不明

□ あり 
(  　　　　　　　) 
□ なし　□ 不明

□ 生存 
□ 死亡 
□ 不明

□ 生存 
□ 死亡 
□ 不明

西暦　　　年 
　　月　　日

2
□ 男 
□ 女 
□ 不明

□ 　　　週 
□ 不明

□ 　　　g 
□ 不明

□ 生懺 
□ 死産 
□ 不明

□ Yes 
□ No 
□ 不明

□ あり 
(  　　　　　　　) 
□ なし　□ 不明

□ 生存 
□ 死亡 
□ 不明

□ 生存 
□ 死亡 
□ 不明

西暦　　　年 
　　月　　日

3
□ 男 
□ 女 
□ 不明

□ 　　　週 
□ 不明

□ 　　　g 
□ 不明

□ 生懺 
□ 死産 
□ 不明

□ Yes 
□ No 
□ 不明

□ あり 
(  　　　　　　　) 
□ なし　□ 不明

□ 生存 
□ 死亡 
□ 不明

□ 生存 
□ 死亡 
□ 不明

西暦　　　年 
　　月　　日



※先天異常で「あり」を選択した場合は下記の表から該当するものを選択する（複数選択可）。 
　複数の児に先天異常がある場合は合わせて全て選択してください。 

1. 脳・神経 □ 無脳症　□ 脳瘤　□ 小頭症　□ 先天性水頭症　□ 脳梁の先天奇形　□ 全前脳(胞)症　□ 先天性脳嚢胞 
□ 二分脊椎　□ アーノルド・キアリ症候群　□ 神経系のその他の先天奇形

2. 眼、耳、顔面及び頸部
□ 先天(性)眼瞼下垂　□ 無眼球症　□ 小眼球症　□ 先天性白内障　□ 先天性耳介欠損 
□ 外耳道の先天(性)欠損、閉鎖及び狭窄　□ 副耳(介)　□ 小耳症　□ 先天性耳痩孔と先天性嚢胞 
□ 眼、耳、顔面及び頚部のその他の先天奇形

3. 心臓・循環器

□ 総動脈幹症　□ 両大血管右室起始症　□ 完全大血管転位症　□ 単心室症　□ 心室中隔欠損症 
□ 心房中隔欠損症　□ 房室中隔欠損症　□ ファロー四徴症　□ 肺動脈弁閉鎖症　□ 肺動脈弁狭窄症 
□ 肺動脈弁閉鎖不全症　□ 三尖弁狭窄症　□ エプスタイン奇形　□ 右心低形成症候群　□ 大動脈弁狭窄症 
□ 大動脈弁閉鎖不全症　□ 僧帽弁狭窄症　□ 僧帽弁閉鎖不全症　□ 左心低形成症候群　□ 右胸心 
□ 先天性心ブロック　□ 動脈管開存症　□ 大動脈縮窄症　□ 大動脈弁閉鎖症　□ 肺動脈閉鎖症 
□ 肺動脈狭窄症　□ 左上大静脈遺残　□ 総肺静脈還流異常症　□ 部分肺静脈還流異常症 
□ 脳血管の動静脈奇形　□ 脳実質外血管の動静脈奇形　□ 循環器系のその他の先天奇形

4. 呼吸器 □ 鼻の先天奇形　□ 咽頭の先天奇形　□ 先天性嚢胞肺　□ 肺分画症　□ 呼吸器系のその他の先天奇形

5. 口唇・口蓋 □ 口蓋裂　□ 口唇裂(一側性)　□ 口唇裂(両側性)　□ 口唇裂(正中部) 
□ 口唇口蓋裂(一側性)　□ 口唇口蓋裂(両側性)　□ 口唇口蓋裂(正中部)

6. 消化器 
（口腔、食道、胃腸、肛門、膵臓）

□ 舌小帯短縮症　□ 巨(大)舌症　□ 食道閉鎖（瘻あり)　□ 食道閉鎖（瘻なし)　□ 先天性肥厚性幽門狭窄 
□ 先天性食道裂孔ヘルニア　□ 十二指腸の先天欠損、閉鎖及び狭窄　□ 小腸の先天欠損、閉鎖及び狭窄（空腸) 
□ 小腸の先天欠損、閉鎖及び狭窄（回腸)　□ 肛門の先天欠損、閉鎖及び狭窄、瘻を伴うもの（瘻あり) 
□ 肛門の先天欠損、閉鎖及び狭窄、瘻を伴うもの（瘻なし)　□ メッケル憩室　□ ヒルシュスプルング病 
□ 腸回転異常及び総腸間膜症　□ 重複腸(管)　□ 総排泄腔遺残　□ 輪状膵　□ 先天性膵嚢胞 
□ 消化器系のその他の先天奇形

7. 生殖器 □ 先天性卵巣嚢胞　□ 先天性直腸膣痩　□ 女性性器のその他の先天奇形　□ 停留睾丸(一側性)　□ 停留睾丸(両側性) 
□ 尿道下裂　□ 男性生殖器のその他の先天奇形　□ 腎尿路系のその他の先天奇形

8. 腎尿路
□ 腎無発生　□ 腎低形成　□ ポッター症候群　□ 先天性単一腎嚢胞　□ 多発性嚢胞腎　□ 腎異形成 
□ 先天性水腎症　□ 分葉腎、融合腎及び馬蹄腎　□ 先天性巨大尿管(症)　□ 重複尿管　□ 暴行外反(症) 
□ 尿道上裂　□ 先天性後部尿道弁　□ 腎尿路系のその他の先天奇形

9. 筋骨格・横隔膜・四肢
□ 頭蓋骨(早期)癒合症　□ 骨系統疾患、長管骨及び脊椎の成長障害を伴うもの　□ 先天性股関節脱臼 
□ 内反足　□ 多指症　□ 多趾症　□ 合指〈趾〉症　□ 多合指〈趾〉症 
□ 先天性横隔膜ヘルニア　□ 臍帯ヘルニア　□ 腹壁破裂　□ プルンベリー症候群　□ 筋骨格系のその他の先天奇形

10. 皮膚 □ 結節性硬化症　□ 神経線維腫症(非悪性)　□ 皮膚のその他の先天奇形

11. その他
□ マルファン症候群　□ 内臓逆位　□ 結合双体　□ 多系統に及ぶ先天奇形症候群 
□ ダウン症候群　□ 18トリソミー　□ 13トリソミー　□ ターナー症候群　□ クラインフェルター症候群 
□ その他の染色体異常


